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那
須
良
策　

議
員

村
長
、
議
長
の
交
際
費

に
つ
い
て
不
用
額
が
去

年
か
ら
出
て
い
る
が
、

理
由
は
。

田
代
総
務
課
長

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
、出
張
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
大
き

い
と
思
う
。

荒
嶽
晋　

議
員

地
方
バ
ス
の
運
行
に

２
，
３
０
０
万
円
程
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
公

共
交
通
に
関
し
て
そ
の

後
の
進
展
は
。

中
嶽
村
長

地
方
バ
ス
の
運
行
は
、

損
得
だ
け
で
な
く
住
民

の
福
祉
向
上
な
の
で
継

続
さ
せ
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
車
の
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
「
地
域
の
足
」

に
つ
い
て
様
々
な
検
討

を
し
て
お
り
、
具
現

化
す
れ
ば
実
証
実
験
も

行
っ
て
い
き
た
い
。

米
良
哲　

議
員

高
齢
者
等
の
タ
ク
シ
ー

利
用
者
数
は
。

田
代
総
務
課
長

令
和
３
年
度
対
象
者
、

交
付
し
た
人
数
が
３

７
２
名
。

小
野
賴
年　

議
員

交
通
安
全
防
犯
費
の
不

用
額
が
４
５
３
万
５
，

０
０
０
円
の
理
由
は
。

田
代
総
務
課
長

主
な
も
の
は
、
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
補

助
金
の
申
込
件
数
が
大

幅
に
減
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

杉
野
久
志　

議
員

保
育
所
の
備
品
購
入
の

中
で
、
本
な
ど
は
購
入

し
て
い
な
い
の
か
。

立
尾
課
長
補
佐

備
品
で
は
な
く
、
消
耗

品
等
で
購
入
し
て
い

る
。

那
須
良
策　

議
員

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
数
と
副
作

用
の
状
況
は
。

廣
末
保
健
師

前
回
よ
り
は
若
干
減
っ

て
い
る
。
大
き
な
副
作

用
に
つ
い
て
の
報
告
は

聞
い
て
い
な
い
。

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
９
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
９
件
、
令
和
４
年
度

各
会
計
補
正
予
算
10
件
、
工
事
請
負
契
約
２
件
、
令
和
３
年

度
各
会
計
決
算
９
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

定 例 会
月９

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

疑　  点を
　　　    いただすー主な質疑ー

決
算
審
議
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尾
前
武
志　

議
員

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭

数
に
関
し
、
イ
ノ

シ
シ
３
４
８
頭
と
あ

る
が
限
度
頭
数
は
３

０
０
頭
で
は
な
い
の

か
。

椎
葉
主
事

前
年
度
の
３
月
ま
で

に
捕
獲
を
し
た
分

は
当
年
度
の
補
助
金

を
充
て
、
足
り
な
い

分
は
次
年
度
の
補
助

金
を
充
て
る
た
め
48

頭
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

杉
野
久
志　

議
員

林
業
振
興
施
設
等
整

備
事
業
補
助
金
で
利

用
さ
れ
て
い
る
実
態

と
事
業
年
度
は
。

椎
葉
主
事

限
度
額
３
０
０
万
円

利
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、
３
事
業
体
、
３

事
業
体
は
利
用
可
能

額
が
あ
り
、
４
事
業

体
は
利
用
を
さ
れ
て

い
な
い
。

米
良
哲　

議
員

産
地
生
産
基
盤
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金
は
、
本
野
機

械
利
用
組
合
で
の
ド

ロ
ー
ン
購
入
費
３
２

０
万
円
と
思
う
が
、

ド
ロ
ー
ン
１
機
の
単

価
は
。
ま
た
、
他
の

地
域
で
も
利
用
し
た

い
と
要
望
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
使
用
料
は

本
野
機
械
利
用
組
合

に
発
生
す
る
の
か
。

赤
城
主
事

バ
ッ
テ
リ
ー
や
充
電

器
な
ど
必
要
な
装

置
を
含
め
１
機
あ
た

り
１
６
０
万
円
。
ド

ロ
ー
ン
操
縦
の
資
格

が
必
要
と
な
る
た

め
、
余
力
次
第
で
本

野
機
械
利
用
組
合
に

使
用
料
を
支
払
い
実

施
さ
れ
る
形
に
な
る

と
思
う
。

荒
嶽
晋　

議
員

ド
ロ
ー
ン
の
資
格
を

取
ら
れ
た
方
の
資
格

取
得
費
は
、
本
野
機

械
利
用
組
合
で
出
さ

れ
た
の
か
。

赤
城
主
事

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
費
補
助
金
、上
限

１
０
０
万
円
を
利
用
し

４
名
分
は
賄
わ
れ
た
。

杉
野
久
志　

議
員

物
産
館
に
屋
外
軽
食

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、

店
内
の
相
乗
効
果

は
。

川
俣
地
方
創
生
推
進

課
長

呼
び
水
的
な
効
果
は

表
れ
て
い
る
が
、
店

内
ま
で
入
っ
て
い
た

だ
く
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
支
配

人
と
と
も
に
企
業
努

力
を
行
っ
て
い
く
。

荒
嶽
晋　

議
員

ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
合
宿
誘
致
で
、
学

校
に
対
す
る
補
助
金

は
い
つ
ま
で
継
続
す

る
の
か
。

那
須
主
幹

費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
、
テ
レ
ビ
放
送

や
広
報
な
ど
Ｐ
Ｒ
効

果
が
あ
る
の
で
定
着

す
る
ま
で
利
用
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

小
野
賴
年　

議
員

資
格
試
験
等
受
験
補

助
金
は
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
資
格
を
取
得

し
た
も
の
に
支
出
し

た
の
か
。

岩
崎
主
事

地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
、
医
療
ア
ク
セ
ス

が
劣
悪
な
環
境
で
行

う
イ
ベ
ン
ト
等
で
応

急
処
置
が
で
き
る
資

格
を
取
得
し
た
。

地
方
創
生
推
進
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係
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小
野
賴
年　

議
員

環
境
測
定
手
数
料
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

堤
田
教
育
課
長

学
校
環
境
衛
生
基
準

に
基
づ
い
て
、
空
気

や
ダ
ニ
等
の
検
査
を

毎
年
行
う
よ
う
法
的

に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。

那
須
良
策　

議
員

生
理
用
品
の
学
校
ト

イ
レ
設
置
は
、ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

堤
田
教
育
課
長

住
民
か
ら
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
学
校
と

協
議
を
し
て
既
に
設

置
し
て
い
る
。

荒
嶽
晋　

議
員

物
価
高
騰
に
よ
る
給

食
材
料
費
に
関
し
、

昨
年
度
と
比
べ
て
ど

の
く
ら
い
上
昇
し
て

い
る
の
か
。

堤
田
教
育
課
長

昨
年
が
１
，
０
５
７

万
１
，
０
０
０
円
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
足
り
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
補
正
に

な
る
と
思
う
。

尾
前
武
志　

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

（
※
）
に
つ
い
て
調

査
を
さ
れ
該
当
す
る

児
童
生
徒
は
い
な
い

と
の
報
告
だ
っ
た

が
、
も
し
、
確
認
さ

れ
た
場
合
の
今
後
の

対
応
は
。

西
野
教
育
長

学
校
に
は
、
注
意
深

く
児
童
生
徒
の
変
化

を
見
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。
も
し
、

確
認
さ
れ
た
場
合
、

福
祉
関
係
と
も
協
議

を
し
て
早
急
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

本
来
、
大
人
が
担
う
よ
う

な
家
事
や
家
族
の
ケ
ア（
介

護
や
世
話
）
を
日
常
的
に

行
う
18
歳
未
満
の
子
ど
も

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は 12月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

教
育
課
関
係
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条例などの審議結果（補正予算と決算認定を除く）

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第２号 水上村職員の再任用に関する条例を
廃止する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の廃止

可　決
（全員賛成）

議案第３号 水上村職員の分限の手続及び効果に
関する条例の一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第４号 水上村職員の懲戒の手続及び効果に
関する条例の一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第５号 水上村一般職の職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第６号 水上村職員の定年等に関する条例の
一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第７号 水上村職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第８号 水上村職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第９号
水上村人事行政の運営等の状況の公
表に関する条例の一部を改正する条
例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第10号
公益的法人等への水上村職員の派遣
等に関する条例の一部を改正する条
例

地方公務員法等の一部改正（定年延長
制度）に伴う条例の改正

可　決
（全員賛成）

議案第11号 工事請負変更契約の締結 村道舟石日当平線道路災害復旧工事に
係る請負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第12号 工事請負契約の締結 林道倉谷線災害復旧工事に係る請負契
約を締結

可　決
（全員賛成）

議員派遣の件 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）
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令和３年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額 予算現額に対する決算額比較増減
額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する
決算額の比率 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 5,663,731,400 5,125,370,774 △ 538,360,626 90.49%

歳　　　出 5,663,731,400 4,394,196,548 △ 1,269,534,852 77.58%

歳入歳出差引残額 731,174,226

国民健康保険特別
会計（事業勘定）

歳　　　入 318,518,000 307,165,688 △ 11,352,312 96.44%

歳　　　出 318,518,000 276,838,410 △ 41,679,590 87%

歳入歳出差引残額 30,327,278

国民健康保険特別
会計（直診勘定）

歳　　　入 10,420,000 10,417,951 △ 2,049 99.98%

歳　　　出 10,420,000 10,285,871 △ 134,129 98.71%

歳入歳出差引残額 132,080

介護保険特別会計

歳　　　入 423,770,000 420,494,867 △ 3,275,133 99.23%

歳　　　出 423,770,000 395,916,728 △ 27,853,272 93.43%

歳入歳出差引残額 24,578,139

後期高齢者医療
特 別 会 計

歳　　　入 34,337,000 34,447,801 110,801 100.32%

歳　　　出 34,337,000 33,532,532 △ 804,468 97.66%

歳入歳出差引残額 915,269

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 116,461,000 117,734,942 1,273,942 101.09%

歳　　　出 116,461,000 107,306,176 △ 9,154,824 92.14%

歳入歳出差引残額 10,428,766

農業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 91,304,000 91,211,334 △ 92,666 99.90%

歳　　　出 91,304,000 87,036,369 △ 4,267,631 95.33%

歳入歳出差引残額 4,174,965

林業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 8,380,000 8,569,997 189,997 102.27%

歳　　　出 8,380,000 6,767,831 △ 1,612,169 80.76%

歳入歳出差引残額 1,802,166

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 38,801,000 38,997,131 196,131 100.51%

歳　　　出 38,801,000 36,701,830 △ 2,099,170 94.59%

歳入歳出差引残額 2,295,301

総　合　計

歳　　　入 6,705,722,400 6,154,410,485 △ 551,311,915 91.78%

歳　　　出 6,705,722,400 5,348,582,295 △ 1,357,140,105 79.76%

歳入歳出差引残額 805,828,190
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村税
206,279,184円

4.02％

村税
206,279,184円

4.02％
村債

197,783,000円
3.86％

村債
197,783,000円

3.86％
繰越金

827,897,125円
16.15％

繰越金
827,897,125円

16.15％

繰入金
123,003,020円

2.40％

繰入金
123,003,020円

2.40％

諸収入
68,388,784円
1.33％

諸収入
68,388,784円
1.33％

国庫支出金
1,265,170,107円

24.68％

国庫支出金
1,265,170,107円

24.68％

総務費
922,270,988円

20.99％

総務費
922,270,988円

20.99％

民生費
772,993,503円

17,59％

民生費
772,993,503円

17,59％

農林水産費
376,917,562円

8.58％

農林水産費
376,917,562円

8.58％

土木費
177,155,836円

4.03％

土木費
177,155,836円

4.03％

教育費
350,178,430円

7.97％

教育費
350,178,430円

7.97％

公債費
420,375,986円

9.57％

公債費
420,375,986円

9.57％

県支出金
182,734,355円
3.57％

県支出金
182,734,355円
3.57％

地方交付税
1,900,262,000円

37.08％

地方交付税
1,900,262,000円

37.08％

地方譲与税
75,842,000円　1.48％
地方譲与税
75,842,000円　1.48％
利子割交付金
68,000円　0.00％
利子割交付金
68,000円　0.00％
配当割交付金
315,000円　0.01％
配当割交付金
315,000円　0.01％
株式譲渡金
636,000円　0.01％
株式譲渡金
636,000円　0.01％

地方消費税交付金
49,186,000円　0.96％
地方消費税交付金
49,186,000円　0.96％

環境性能割交付金
2,736,000円　0.05％
環境性能割交付金
2,736,000円　0.05％
地方特例交付金
2,883,000円　0.06％
地方特例交付金
2,883,000円　0.06％

議会費
55,770,883円　1.27％
議会費
55,770,883円　1.27％

衛生費
143,462,801円　3.26％
衛生費
143,462,801円　3.26％

商工費
144,334,374円
3.28％

商工費
144,334,374円
3.28％

消防費
103,473,813円
2.35％

消防費
103,473,813円
2.35％

災害復旧費
927,262,372円

21.10％

災害復旧費
927,262,372円

21.10％

分担金及び負担金
29,982,566円　0.58％
分担金及び負担金
29,982,566円　0.58％

使用料及び手数料
30,430,095円　0.59％
使用料及び手数料
30,430,095円　0.59％

財産収入
16,993,538円
0.33％

財産収入
16,993,538円
0.33％

寄附金
143,609,000円
2.80％

寄附金
143,609,000円
2.80％

法人事業税交付金
1,172,000円　0.02％
法人事業税交付金
1,172,000円　0.02％

歳  出
4,394,196,548 円

歳  入
5,125,370,774 円

令和３年度歳入歳出表  一般会計
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一般会計補正予算　7億 590万円 追加
　歳入歳出予算の総額に７億 590 万円を追加し、総額を 52 億 5,300 万円とするもの。
　主にふるさと応援基金積立金１億 8,030 万円、いきいき人づくり基金積立金１億 5,000 万
円、ふるさと寄附金事業費１億 9,897 万７千円、令和２年の林道施設や公共土木施設の災
害復旧費 4,300 万円などの事業が追加計上された。

一般会計補正予算　5,100 万円 追加
　歳入歳出予算の総額に 5,100 万円を追加し、総額を 53 億 400 万円とするもの。
市房山キャンプ場大規模改修工事 5,100 万円の事業が追加計上された。

令和４年度水上村
一般会計補正予算（第５号）

令和４年度水上村
一般会計補正予算（第６号）

米
良
哲　

議
員

今
回
、
い
き
い
き
人
づ
く
り
基
金

１
億
５
，
０
０
０
万
円
の
積
み
立

て
補
正
が
あ
る
が
、
総
額
は
。
ま

た
、
今
後
ど
れ
く
ら
い
の
基
金
の

積
み
立
て
を
行
う
計
画
か
。

田
代
総
務
課
長

補
正
額
を
加
え
る
と
３
億
９
，

０
５
４
万
３
，０
０
０
円
と
な
る
。

前
年
度
が
４
，
０
０
０
万
円
程
取

り
崩
し
、
主
に
学
校
関
係
の
補
助

教
員
の
人
件
費
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
充

当
し
て
お
り
、
今
後
も
余
裕
が
で

き
た
際
に
は
積
み
立
て
を
行
っ
て

い
き
た
い
。杉

野
久
志　

議
員

産
業
推
進
機
構
事
業
の
旅
費
40
万

円
の
内
容
は
。

川
俣
地
方
創
生
推
進
課
長

首
都
圏
等
で
、
米
を
中
心
に
農
林

産
物
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
営

業
に
力
を
入
れ
る
た
め
の
旅
費
。

荒
嶽
晋　

議
員

校
舎
増
改
築
に
伴
い
、
柔
道
場
を

取
り
壊
し
て
体
育
館
の
片
隅
に
仮

設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
将
来
ど

う
す
る
の
か
。

堤
田
教
育
課
長

工
事
期
間
中
の
一
時
的
な
練
習
場

と
な
る
が
、次
の
年
に
は
岩
野
小

学
校
体
育
館
を
使
用
す
る
。

ー
主
な
質
疑
ー
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国民健康保険特別会計（直診勘定）
　歳入歳出予算の総額に 13 万 3,000
円を追加し、総額を 833 万 3,000 円
とするもの。

令和４年度水上村国民健康保険特別
会計（直診勘定）補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額に 10 万 1,000
円を追加し、総額を 3,790 万 1,000
円とするもの。

令和４年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 417万 4,000
円を追加し、総額を 6,367 万 4,000
円とするもの。

令和４年度水上村農業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額に 145万 9,000
円を追加し、総額を３億 1,045 万
9,000円とするもの。

令和４年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第１号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 682万 1,000
円を追加し、総額を４億 2,172 万
1,000円とするもの。

令和４年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第１号）

簡易水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に２万7,000 円
を追加し、総額を 9,647 万 4,000 円
とするもの。

令和４年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第２号）

－特別会計補正予算－

那
須
良
策　

議
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感
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崎
隆
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今
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き
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で
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れ
ば

検
討
し
た
い
。
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臨 時 会回第 ５

臨 時 会回第 ６

７月８日開催
○令和４年度水上村一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額に 1,980 万円を追加し、総額を 45 億 4,610 万円とするもの。
　主に新型コロナウイルス感染症対策特定事業者緊急施設等整備補助金 450 万円、
小中一貫教育推進事業に係るスクールバス車庫改築設計業務委託料 420 万円、用
地造成測量設計業務委託料 500 万円などの事業が追加計上された。

○条例などの審査
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負契約の締結について 土用木場川河川災害復旧工事に係る
請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

８月 17日開催
○条例などの審査
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負契約の締結について 林道上米良大平線災害復旧工事に係
る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第２号 工事請負契約の締結について 美尾谷川河川災害復旧工事に係る請
負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

下水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 229万 4,000
円を追加し、総額を 4,109 万 4,000
円とするもの。

令和４年度水上村下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

林業集落排水事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 180万 2,000
円を追加し、総額を 840 万 2,000 円
とするもの。

令和４年度水上村林業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。
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編
集
後
記

　８月１日から２日にかけて、本村議会議員全員と中嶽村長は、総務省及び参議院議員会館を訪れ、
地元選出国会議員へ要望活動を行いました。
なお、本村の主軸事業を盛り込んだ「地域振興に係る提案及び要望書」の要望内容は次の１１項
目です。

　この中には国道３８８号社会資本整備総合交付金事業の促進などの道路整備事業、農業農村
整備事業等の促進、学校統合に係る既存施設の増改築の財政支援など、本村が進める地方創生
事業の効果を最大限に引き出すための関連施策も多く含まれております。そういった主軸事業
を進めていく過程で、私どもの要望活動が少しでも後押しになればと考えます。

１．市房ダム湖周辺等整備
２．砂防事業の整備促進
３．道路事業の整備促進
４．橋梁の長寿命化修繕
５．農業農村整備事業等の促進
６．森林整備事業の拡充強化
７．野生鳥獣類被害対策

８．家畜伝染病防疫体制整備
９．地域資源を活用した地域活性化に対
　　する支援
10．教育支援活動等に対する予算及び支
　　援員の確保
11．学校統合に係る既存施設の増改築

水上村議会・水上村上京要望報告
～　主軸事業の実現に向けて要望書を提出　～

松村祥史参議院議員（秘書） 金子恭之総務大臣（要望当時） 馬場成志参議院議員

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
っ
た
が
、
９
月
18

日
九
州
に
上
陸
し
た
台
風
14
号
は

本
村
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。

　

特
に
江
代
地
区
は
道
が
寸
断
さ

れ
、
今
も
我
が
家
に
帰
れ
な
い
方

も
い
る
。
避
難
所
生
活
は
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
見
て
い
て
他
人
事
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
実
際
携
わ
っ
て
み

て
洗
濯
、
食
事
な
ど
当
た
り
前
だ
っ

た
こ
と
が
全
く
で
き
な
く
な
り
、
最

初
の
１
週
間
が
も
の
す
ご
く
大
変

に
思
え
た
。
道
が
通
る
よ
う
に
な

る
ま
で
仮
住
ま
い
に
移
る
か
、
そ

の
ま
ま
避
難
所
で
の
生
活
に
な
る
。

道
路
改
修
に
時
間
を
要
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
１
日
も
早
く
復
旧
で

き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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